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2021年 4月 4日(日)イースター礼拝メッセージ 

聖書箇所：ヨハネの福音書 20章 19～21節 

タイトル：「平安があなたがたにあるように」 

  

 イースターおめでとうございます。きょうはイースターをお祝いしての礼拝ですが、私た

ちがこうしてイースターをお祝いするのは、イエス・キリストの復活の出来事が私たちにと

って重要な出来事だからです。私たちは毎年クリスマスを盛大にお祝いますが、このイース

ターはクリスマス以上に重要な出来事だと言えるかもしれません。確かにクリスマスは神

様が私たちを愛し、私たちを罪から救うためにひとり子イエスをこの地上に送って下さっ

た日ですからとても重要な日ですが、イースターは、その御子が十字架でなされ罪の赦しと

永遠のいのちを与えてくださったということが真実であることを保証するものですから、

そういう意味ではもっと重要な出来事だと言えます。イエス様が死からよみがえらなかっ

たなら、私たちはどうやって罪から救われたと確信することができるでしょうか。どうやっ

て天国に行くことができると確信することができるでしょうか。というのは、ローマ人への

手紙 6章 23節には「罪から来る報酬は死です」とあるからです。もしキリストが死んで復

活しなかったら、キリストにも罪があったということになるのです。そうであれば、私たち

が救われたというのは単なる思い込みにすぎず、盲信でしかないということになります。し

かし、イエス様はよみがえられました。イエス様が復活されたことで、聖書が言っていると

おり、この方を信じる者は永遠のいのちを持ち、天の御国で永遠に神とともに生きるように

なるという希望を持つことができるのです。もう死を恐れる必要はありません。確かに死は

怖いですが、死は永遠の入り口にすぎず、イエス様を信じる人は、やがて栄光の御国に入る

のです。それはイエス様が復活してくださったからです。イエス様が復活されたので、私た

ちは確信をもって死の不安と恐怖から解放され、永遠のいのちの希望に生きることができ

るのです。きょうは、このすばらしいキリストの復活の出来事から、キリストにあるいのち

と希望をいただきたいと思います。 

 

 Ⅰ．弟子たちの真中に立たれたイエス(19-20) 

 

まず、19～20節をご覧ください。「その日、すなわち週の初めの日の夕方、弟子たちがい

たところでは、ユダヤ人を恐れて戸に鍵がかけられていた。すると、イエスが来て彼らの真

ん中に立ち、こう言われた。「平安があなたがたにあるように。」こう言って、イエスは手と

脇腹を彼らに示された。弟子たちは主を見て喜んだ。」 

 

「その日」とは、マグダラのマリヤが復活の主イエスに会った日のことです。それは週の

初めの日、すなわち、イエス様が十字架につけられてから三日目の日曜日のことでした。マ

グダラのマリヤは、その日、朝早くまだ暗いうちに、イエスのお体に香油を塗ろうと墓に行
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くと、そこに置かれていた石が取り除けられているのを見ました。だれかが墓から主を取っ

て行ったのだと思った彼女は、そのことを弟子のペテロとヨハネに告げます。それを聞いた

ペテロとヨハネは急いで墓に向かいましたが、墓に着いてみると、そこには亜麻布は置かれ

てありましたが、主イエスのお体はありませんでした。彼らは、イエスが死人の中からよみ

がえらなければならないという聖書のことばを理解していなかったので、まさか主がよみ

がえられたとは思いもしませんでした。 

 

一方、マリヤも何が起こったかがわからず、墓の外でたたずんでいましたが、そんな彼女

に主が現れてくださり、「マリヤ」と声をかけられました。その声を聴いたときマリヤはす

ぐにそれがイエス様だということがわかり、イエス様にすがりつこうとしましたが、イエス

様は「わたしにすがりついてはいけません。わたしはまだ父のもとに上っていないのです。

わたしの兄弟たちのもとに行って、「わたしは、わたしの父であり、あなたがたの父である

方、わたしの神であり、あなたがたの神である方のもとに上る」と伝えなさい。」(17)と言

われました。それで彼女は行って弟子たちにそのことを告げたのです。「その日」のことで

す。 

 

その日の夕方、弟子たちがいたところでは、ユダヤ人を恐れて戸に鍵がかけられていまし

た。弟子たちは、イエスに従っていた自分たちも捕らえられ、裁判にかけられるのではない

かと恐れていたのです。復活したキリストが、自分たちのところに来て姿を見せてくださる

まで、弟子たちは完全に恐れに打ちのめされていました。彼らはいつもイエス様と一緒にし

てそのすばらしい御業を見たり、聞いたりしていましたが、いざイエス様が十字架で処刑さ

れると、どうしたらいいのか、何を信じたらいいのかわからなくなってしまったのです。 

 

今は亡き毒舌落語家に、立川談志(たてかわだんし)という方がおられました。彼はとにか

く、自分の目で見たもの以外は信用しないという人でした。著書の中で、テレビはやらせ、

新聞はウソと言い放っています。「ものごとってなぁ、自分が見たものだけが本物だ。あと

は全部うわさ話よ。」とよく言っていました。しかし、どうして人の話を、頭から信じない

ようになったのかというと、それは日本の敗戦にありました。 

子供のころ談志さんは、日本軍は連戦連勝を続けているという、この大本営発表を信じ切

っていましたが、それなのに、日本の本土は簡単に空襲を受けたのです。まだ小学生だった

彼は、東京大空襲を経験し、その目で、その耳で、地獄を経験するのです。母と兄の 3人で

避難する途中、川の中から聞こえてくる「助けてくれ」という声と、土手からの「助けてや

れない」という声が交差する中を必死で走り回ったといいます。信じ切っていた発表が、真

っ赤な嘘だとわかったとき、それから彼は疑い深い人間になったというのです。 

 

主イエスこそ人となった神であり、全能の救い主だと信じていた弟子たちは、このイエス



3 

 

が死刑にされ、墓にまで埋葬されてしまったとき、もうすべてが終わった、いったい自分た

ちが信じてきたことは何だったのかと、頭が混乱していたに違いありません。彼らは意気消

沈し、また同時に、次に当局は自分たちを捕らえに来るかもしれない、と恐れていたのです。 

 

すると、そこにイエスが来られました。イエスが来て彼らの真ん中に立たれると何と言わ

れましたか？「平安があなたがたにあるように。」と言われました。閉まっていた戸を通り

抜けることができたのは、イエス様のからだが地上での物理的制約を受けない霊のからだ

であったことを示しています。復活されたイエス様のお体は物質的な障壁を越えられるも

のであったということです。しかしそれは単なる霊ではなくちゃんとした肉体をもってい

ました。ルカの福音書 24章には、復活したイエス様を見て幽霊だと思った弟子たちに対し

て、イエス様が「なぜ取り乱しているのですか。わたしにさわって、よく見なさい。」と言

われました(24:38-39)。「幽霊なら肉や骨はありません。でも私にはあります。」そう言って、

彼らに手と脇腹を見せられたのです。手と脇腹というのは、イエス様が十字架につけられた

時の釘の跡と槍の跡のことです。ですから、復活されたイエスは確かに肉や骨がありました

が、それはこの肉体とは違い、物理的な障壁を越えられるものだったのです。 

 

そして、こう言われました。「平安があなたがたにあるように。」イエス様はなぜこのよう

に言われたのでしょうか。この言葉は、ギリシャ語で「シャローム」という言葉です。これ

は今もユダヤ人があいさつで使っている言葉ですが、「平安があなたがたにあるように」と

か「ごきげんよう」といったニュアンスの言葉です。しかし、ここでイエス様が彼らに「シ

ャローム」と言われたのは単なるあいさつではなく、それ以上の意味がありました。それは

不信仰に陥り不安と恐れに脅えていた彼らの信仰を回復し、彼らにメシヤの到来を告げ知

らせることによって、喜びと平安をもたらすためだったのです。 

 

このとき彼らは不信仰に陥っていました。第一に、彼らはイエス様からガリラヤに行くよ

うにと言われていたのにもかかわらず、自分たちも捕らえられるのではないかと恐れ、戸を

閉めて家の中に閉じこもっていました。第二に、彼らはイエス様があらかじめ語っておられ

た復活の預言を信じていませんでした。第三に、イエス様が復活されても、自分たちは幽霊

を見ているのではないかと思っていました。 

このように彼らはイエス様が言われたことを信じることができなかったため、恐れと不

安に脅えていたのです。 

 

しかし、イエス様が彼らの真中に立たれ「平安があなたがたにあるように」と言われ、そ

の手と脇腹を示されたとき、彼らは主を見て喜びました。あの恐れと不安が、喜びに変えら

れたのです。復活した主イエスが現れ「平安があなたがたにあるように」とみことばをかけ

てくださることによって、その手と脇腹を示されることによって、彼らに再び信仰が与えら



4 

 

れたのです。イエス様が十字架で死なれ、三日目によみがえると言われていたことばを思い

出したのです。弟子たちはそれを見て喜んだのです。 

 

皆さん、信仰の対極にあるのは何でしょうか？信仰の対極にあるのは恐れとか不安です。

恐れや不安は霊の眼を閉ざしイエス・キリストを見えなくさせます。反対に信仰は、喜びと

希望を与えてくれます。不安と恐れのどん底にいた弟子たちが喜ぶことができたのは、復活

したイエス様が現れて「平安があなたがたにあるように」と御声をかけてくださったからで

す。それはイエス様の恵み以外の何ものでもありません。イエス様は恐れと不安で何も見え

なくなっていた彼らに「シャローム」と言われ、彼らの信仰を回復させてくださいました。

同じように主は今も、この時の弟子たちのように不安と恐れに苛まれている私たちに現わ

れてくださり、同じように御声をかけておられるのです。「シャローム」「平安があなたがた

にあるように。」あなたが不安や悲しみでどんなに落ち込んでいても、主があなたの前に立

っておられることを認め、そのみことばを聞くならば、あなたも弟子たちのようにそれを見

て喜ぶことができます。いや、あなたが落ち込めば落ち込むほど、その喜びも大きくなるの

です。 

 

生涯現役の医師として活躍された日野原重明さんが、2017 年に天国に召されました。た

くさんの本を残されましたが、その一冊に学生時代の思い出について書かれたものがあり

ます。 

京都大学の医学部を受験した日野原さんは、合格発表を見に行くため、家を出ようとして

いました。するとそこに友人から電話がかかってくるのです。彼は日野原さんの受験番号を

知っていました。そして自分の合格を確認するだけではなく、ついでに日野原さんの合否を

見に行ってみたというのです。その結果「番号はなかったよ」というのです。内心自信があ

った日野原さんは、本当にがっかりしました。誰も近づくことができない程に落ち込んだの

ですが、やがて大学から連絡が入りました。「合格しているのにどうして手続きに来ないの

ですか？」 

 どういうことか。実は当時の医学部受験には、二つのコースがあったのです。友人はそれ

を知らずに、もともと日野原さんが受けていない方のコースの合格掲示板を見て、早合点し

たのです。もう一つの方にはちゃんと受験番号がありました。それが分かったとき、喜びが

爆発したそうです。がっかりした気持ちが深かった分、それをくつがえす事実に向き合った

とき、天にも昇るような気持ちだったと言います。 

 

それは私たちも同じです。私たちも辛くて、悲しくて、不安で、落ち込むことがあります。

でも落ち込めば落ち込むほど、その喜びも大きくなります。信仰によって復活の主イエスを

見るとき、私たちの悲しみは喜びに変えられるからです。あなたはどうでしょうか。あなた

の心は不安や悲しみでいっぱいになっていませんか。もしそうであるならば、復活されてあ
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なたの前に立ち、「平安があるように」と言われる主の御声を聞いてください。死から復活

して今も生きておられる主を信じ、主のみことばを聞くとき、あなたも喜びに満たされるよ

うになるのです。 

 

Ⅱ．わたしもあなたがたを遣わします(21-23) 

 

次に、21～23 節をご覧ください。「イエスは再び彼らに言われた。「平安があなたがたに

あるように。父がわたしを遣わされたように、わたしもあなたがたを遣わします。」こう言

ってから、彼らに息を吹きかけて言われた。「聖霊を受けなさい。あなたがたがだれかの罪

を赦すなら、その人の罪は赦されます。赦さずに残すなら、そのまま残ります。」 

 

この喜びと平安によって眠っていた弟子たちの使命感が、はっきりと呼び覚まされます。

それは、罪の赦しの宣言のために遣わされるということです。イエスは彼らにこう言われま

した。「平安があなたがたにあるように。父がわたしを遣わされたように、わたしもあなた

がたを遣わします。」 

イエス様はここで再び彼らに「平安があなたがたにあるように。」と言われました。どう

してでしょうか。このときの「平安があなたがたにあるように」ということばは、19 節で

言われたことと意味が違います。19 節で言われた時は弟子たちの信仰を回復させ、恐れと

不安の中にあった彼らに喜びをもたらすためでしたが、ここではそうではありません。別の

目的で語られているのです。それは、彼らを福音宣教の使命に遣わすためでした。父なる神

は、ご自身の権威をもって御子イエスを派遣されましたが、それと同じように、今度は主イ

エスの権威によって彼らが遣わされるのです。そのために必要だったことは何でしょうか。

それは神との平安です。罪責感を負ったままでは、主の使命を果たすことはできません。で

すからここで主は再び「平安があなたがたにあるように」と言われたのです。 

 

そればかりではありません。イエス様はそのように言われると、彼らに息を吹きかけて言

われました。「聖霊を受けなさい。あなたがたがだれかの罪を赦すなら、その人の罪は赦さ

れます。赦さずに残すなら、そのまま残ります。」どういうことでしょうか。 

これはペンテコステに起こった聖霊降臨のことではありません。この「息を吹きかける」

という言葉は、創世記 2章 7節にもありますが、そこには、「神である主は、その大地のち

りで人を形造り、その鼻にいのちの息を吹き込まれた。それで人は生きるものとなった。」

とあります。ここには、土地のちりで形造られた人間に神が息を吹きかけることで、人は生

きるものとなったとあります。この「息」という言葉と「霊」という言葉はヘブル語では同

じ言葉(ヘルアッハ)が使われています。つまりイエス様が弟子たちに息を吹きかけたのは、

そのことによって彼らが生きるものとなるためだったのです。そのことで弟子たちは、新し

く生まれ変わったのです。ですからここで「聖霊を受けなさい」と言われているのです。聖
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霊を受けるとは、その人の罪が赦され、神のいのちが与えられるということです。つまり、

この時キリストは彼らの罪を赦し、ご自身の聖なる霊を彼らに与えられたのです。これはイ

エスを信じるすべての人にされることです。神はイエスを信じるすべての人の罪を赦し、ご

自分の聖なる御霊を与えてくださいます。それが「救われる」ということです。 

 

そのことによって、私たちは神から与えられた使命を全うすることができます。その使命

とは何でしょうか。罪の赦しの宣言です。23節にこうあります。「あなたがたがだれかの罪

を赦すなら、その人の罪は赦されます。赦さずに残すなら、そのまま残ります。」どういう

ことでしょうか。 

もちろんこれは私たちがだれかの罪を赦したり、残したりする権威があるということで

はありません。罪を赦すことができるのは神だけです。私たちにはそのような権威はありま

せん。しかし私たちにはその神が決定されたことを宣言する役割が与えられているのです。

その権威が与えられているということです。聖霊を受け、主イエスが父なる神から権威が与

えられたように、そのイエスの権威によって遣わされる者にも同じ権威、罪の赦す権威が与

えられているのです。すごいですね。信じられないことですが、聖霊によって新しく生まれ

変わった私たちには、そのような権威が与えられているのです。私たちもこの時の弟子たち

のように不信仰な者で、罪深い者にすぎませんが、復活のイエス様を信じることでイエス様

に息を吹きかけられ、聖霊によって新しく生まれ変わった者であることを覚え、この神の権

威と聖霊の導きによって、きょうも周りの人々に神の愛と罪の赦しの福音を伝えていきた

いと思うのです。 

 

Ⅲ．キリストの復活がもたらしたもの 

 

最後に、このキリストの復活がもたらしたものを考えてみたいと思います。このあと弟子

たちはこの罪の赦しの宣言を伝えて行くことになります。その様子は使徒の働きを見ると

わかりますが、彼らはいのちがけで伝えていきました。それで初代教会のクリスチャンたち

は破竹の勢いで広がっていき、ついにはヨーロッパ大陸全土がキリストの福音に圧倒され

ていきます。いったいその原動力は何だったのでしょうか。それは、キリストの復活がもた

らしたものです。キリストは私たちの罪を背負い十字架で死んで下さった後に、三日目に復

活してくださいました。この復活によって死を滅ぼされたという歴史的事実が、彼らにその

ような力を与えたのです。それが原動力となったのです。つまり、この復活の事実こそが、

キリストが死から復活したということが迷信ではなく、実際にあった事実であったという

ことを物語っているのです。 

 

私は最近、「言霊信仰」に関する本を読みました。日本人は昔から起こって欲しくないこ

とを言葉にして出すと、本当にそれが実現すると信じているところがあります。ですから、
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結婚式では「切れる」とか「別れる」とか「割れる」といったことばは禁句です。受験生が

いる家では「すべる」とか「落ちる」がタブーですね。逆に、むかしから「勝つ」と「カツ」

をかけて、勝負や試験の前に「豚カツ」を食べる験担ぎになっています。そんなのバカバカ

しいと思っている人でも、実は知らず知らずの間に使っているのです。たとえば、会合や宴

会などを終えるとき「お開きにする」という言い方をしますが、本当は「おしまいにする」

とか「会を閉める」なのです。でも、それでは縁起が悪いと考えて、あえて反対の「開く」

という言い方をするようになり、それがすっかり定着するようになったのです。 

こういう現象は日本社会では随所に見受けられます。しかしこれこそが日本の安全保障

の障害になっているのではないか、と指摘する人もいるのです。起こって欲しくないことは

考えないようにすることによって、万が一のことに備えることができなくなってしまうか

らです。 

 

これは個人の人生についても言えることで、その代表が、死につながることをいっさい隠

すということです。ですから病院では 4号室や、4番ベッドはなく、飛行機には 4番シート

がありません。それは縁起の悪いものがあったら、本当に死んでしまうかもしれない、と恐

れるからです。しかし 4という数字をどんなに使わないようにしていても、死は必ずやって

来るのです。必ずやって来るものについては、考えないようにするのではなく、そのために

しっかりと準備しておくことの方が賢明です。しかし、死に対する準備などできるのでしょ

うか。できます！ 

 

キリストは私たちの罪を背負って、十字架で死んで下さった後、三日目に復活することで、

死を滅ぼしてくださいました。これは迷信でも何でもなく、この歴史の中で実際に起こった

事実です。それは、私たちの罪が赦され、永遠のいのちを与えるために神が成してくださっ

た神のみわざです。この神のみわざを受け入れる者、すなわち、この方を信じる者は罪が赦

されて、死んでも生きる永遠のいのちが与えられるのです。 

 

キリストはあなたのために死なれました。そして文字通りよみがえられました。あなたの

前に立って「平安があなたがたにあるように」と言っておられます。どうぞ、この復活され

た主イエス・キリストを信じてください。そして、あなたの人生が天国に向かう喜びと平安

なものになってほしいと思います。主はよみがえられました。復活の主の力と喜びがあなた

にもありますように。「平安があなたがたにあるように。」 

 


